








要旨: 18 施設の協力により、確実 A1085 例、確実 B9 例、容疑 81 例を解析した。確実 B

と容疑群の主要症状の発現率は確実 Bの口腔口唇所見以外は低率であった。容疑群におい

て 4 症状、3 症状、2 症状陽性例は 61%、31%、8%であった。そのうち 3 症状、2 症状陽性

例で BCG 部発赤は 38%、57%に認めた。確実 A、容疑群に比ベ確実 Bの川崎病診断決定病日

は最も遅く、入院期間は最も長かったが、、心血管後遺症は高くはなかった。一方容疑例

は全体に軽症であったが、心炎による死亡を 1例認めた。


